博士論文概要 by unknown
Title博士論文概要
Author(s)















「Theoretical Analysis of Fundamental Waveguide Structures







「Application of the Boundary Element Method in Electric
Power Engineering」（電力工学における境界要素法の応用）
「Heteroepitaxial Growth of InGaP and GaAsP on Si and




「Control of Electronic Characteristics at SiO2/SiC Interface


































「A Study on Performance Optimization for Digital CMOS
Circuits in Physical Design」
（物理設計段階におけるディジタルCMOS回路の性能最適化
に関する研究）
「Study of Spatial Domain Interferometry Technique with
Atmospheric Radars」
（大気レーダーを用いた空間領域干渉計技術に関する研究）
「Circuit Technologies for High Performance Hard Disk
Drive Data Channel LSI」
（高性能ハードディスクドライブデータチャネルLSIを実現す
るための回路技術）
「Basic Studies on Characteristics of Superconducting Fault
Current Limiter with Adjustable Trigger Current Level」
（動作開始電流値の調整可能な超電導故障電流限流器の特性
に関する基礎研究）




「Real-Time Cooperative Multi-Target Tracking by Communi-




































































「Theoretical Analysis of Fundamental Waveguide Structures for Ultrasmall
































































































































































「Heteroepitaxial Growth of InGaP and GaAsP on Si and their Doping Characteristics for
























































































































































































































































































































































「Basic Studies on Characteristics of Superconducting Fault Current Limiter with













































「Simulation Study on Mode-medium Interaction in a Free Electron Laser Oscillator」
（自由電子レーザ生成における光モードと電子ビームの相互作用に関する数値的研究）
平成13年3月23日授与






























「Real-Time Cooperative Multi-Target Tracking by Communicating Active Vision Agents」
（能動視覚エージェント群による複数対象の実時間協調追跡）
平成13年9月25日授与
実世界の複雑な状況下において自律的に動作する計算機システムにとって，実世界における動的状況
の理解は不可欠な機能である．動的状況理解を実現するために，対象追跡は最も重要且つ基盤となる技術
の一つである．そこで本論文は，動的且つ多様な状況に適応可能な実時間対象追跡システムを提案した．
広範囲における複数対象の実時間追跡を実現するために，我々は分散協調視覚の考えに基づいてシス
テムを設計した．分散協調視覚システムは，複数の能動視覚エージェントにより構成されており，能動
視覚エージェント間の協調動作によりシステム全体として与えられたタスクを実現する．能動視覚エー
ジェントとは，シーンの観測を行う観測ステーション（アクティブカメラを備えた画像処理システム）
の論理モデルである．
まず，広範囲における能動的観測を行うために，我々は視点固定型パン・チルト・ズームカメラを開
発した．このカメラは，カメラの投影中心と回転中心が常に一致するように較正されており，パン・チ
ルト・ズームパラメータを変化させながら画像を撮影しても，画像間に視差が存在しないという性質を
持つ．この性質により，（１）撮影画像集合から１枚のパノラマ画像を生成可能である，（２）生成され
たパノラマ画像から任意のパン・チルト・ズームで撮影される画像を抽出可能である．こうした特性を
利用することによって，任意のパン・チルト・ズームで観測された入力画像と生成背景画像との比較
（背景差分）により対象物体の検出を行うアクティブカメラシステムが実現可能となる．
次に，単一のアクティブカメラによる実時間対象検出・追跡のために，視点固定型パン・チルト・ズ
ームカメラを用いた能動的背景差分法を提案した．このシステムでは，システムの持つ視覚機能とカメ
ラ制御機能をそれぞれ並行に動作するモジュールによって実現し，ダイナミックメモリを介した両機能
間の実時間相互作用により，シーン中を移動する追跡対象の継続的追跡を実現している．ダイナミック
メモリとは，並列プロセス間の情報交換のための共有メモリである．ダイナミックメモリを介するにより，
各プロセスは非同期且つ任意のタイミングで，任意の時刻に観測された情報を獲得することが可能となる．
最後に，能動視覚エージェント群の実時間協調動作を実現するために，我々は三層構成のインタラク
ションシステムを提案した：
第１層（intra-AVA層）：一つの能動視覚エージェント（Active Vision Agent，略してAVA）を構成
する視覚・行動・通信モジュールと，これらのモジュール間の情報交換を行うダイナミックメモリが存
在する層である．これらのモジュール群は，相互に必要な情報を交換しながら動作することにより，一
つのAVAとして機能する．
第２層（intra-Agency層）：特定の対象を協調追跡しているAVAのグル―プをエージェンシと呼ぶ．
この層は，一つのエージェンシに所属するAVAによって構成される．同一エージェンシ内のAVA群は，
互いの対象検出結果を交換・統合することにより，追跡対象の協調追跡を実現している．
第３層（inter-Agency層）：システム内の全エージェンシにより構成される層である．各エージェンシ
は，相互に追跡対象とエージェンシの構成に関する情報を交換する．この情報に基づいてエージェンシ間
で所属するAVAを交換することにより，追跡対象の移動に応じた適切なエージェンシ構成を実現する．
本システムでは，各層における動的相互作用によって，システム全体として複雑な動的状況下におけ
る複数の移動対象の実時間追跡を可能としている．
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「全反射を利用した磁気ディスク装置のスライダ浮上量計測
に関する研究」
「ECRプラズマを応用した半導体加工装置の研究」
「相変化光メモリ材料とその応用に関する研究」
「二分決定グラフを用いた論理合成手法に関する研究」
「背景認知処理を利用したアウェアネス指向ヒューマンイン
タフェースの構築に関する研究」
「磁束ポンプ励磁形ブラシレス超電導発電機に関する研究」
「移動通信環境における電波伝搬モデルとフェージング対策
技術」
「AlGaInP系赤色半導体レーザの高性能化に関する研究」
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